ハンドマイク演説例（消費税増税問題）　　　　　　　　　　　　　　０８２８　　　鳥取県西部地区委員会
　ご近所のみなさん、こんにちは。こちらは日本共産党（○○・後援会）です。この場をお借りしまして、政策の訴えをさせていただきます。
　安倍政権が１０月から強行しようとする、消費税１０％への引き上げまで、あとわずかとなりました。しかし、国民の不安と危惧はまったくなくなりません。先の参院選の「出口調査」でも、消費税１０％に「反対」は５７％にのぼりました。日本共産党は、「いまからでも間に合う。増税はきっぱり中止を」と、県内各地で呼びかけています。みなさんも、増税中止の署名にぜひご協力ください。
　みなさん。そもそも今、消費税増税をおこなう条件があるでしょうか。経済情勢は、今年４～６月期のＧＤＰの伸びが低下したように、いよいよ悪化しつつあります。米中貿易紛争の激化で、国際経済の先行きも不透明です。アメリカのサマーズ元財務長官も、「リーマンショック以来、もっとも危険な瞬間かもしれない」と言っています。日本の株価も為替レートも、乱高下しています。こうした中での消費税の増税は、弱っている日本経済にとって、あまりにも無謀です。日本共産党はそう考えますが、みなさん、いかがでしょうか。
　消費税を導入した時も、増税した時も、こんなにひどい経済状況ではありませんでした。安倍政権はこの間、経済の悪化を理由に、１０％への引き上げを２回にわたって延期しましたが、今はそれ以上に深刻なのではないでしょうか。

　消費税は、１９８９年に税率３％で導入され、その後の３０年間に、５％、８％と増税が繰り返されてきました。消費税は原則として、あらゆる商品やサービスに課税され、低所得者ほど税負担が重くなります。税金の負担は能力に応じてという、大原則から外れた税金です。
　安倍政権の経済政策「アベノミクス」のもとで、みなさんの家庭の消費も、お父さんお母さんの賃金も減る一方です。貧困と格差を一層拡大させる、消費税増税に、みなさん、「ノー」の声を突きつけようではありませんか。日本共産党は最後まであきらめず、「増税ストップ」を訴えます。みなさんのご支援・ご協力をお願いします。　
　消費税増税が、参院選で「信任を得た」という安倍首相の言い分は通用しません。参院選の結果、自民党は改選時より９議席も減らしました。安倍政権は、増税に対して「万全の対策」をとると言い張り、キャッシュレス取引でのポイント還元やプレミアム付き商品券の発行などの対策をとるといいます。しかし、商店にとっても消費者にとっても、制度が複雑になるだけで、たいした効果が認められない対策をとるぐらいなら、そもそも増税をやめるべきです。

　みなさん。無謀な消費税１０％への増税は、今からでも止めようではありませんか。日本共産党は、国会内外でのとりくみを強め、「増税ストップ」に全力をあげます。ただいま、「１０月からの消費税１０％中止」を求める署名を集めています。まだ間に合います。ぜひご協力ください。

　最後に、日本共産党への大きなご支持ご支援を、あらためてお願いいたします。また、真実を知らせ国民のたたかいを励ます新聞、「赤旗」のご購読をよろしくお願いします。「安倍さんをやっつけるために何かしたい」とお考えのみなさんには、日本共産党に入っていただくことを心から呼びかけ、この場をお借りしての訴えにさせていただきます。ご清聴ご協力ありがとうございました。
